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降誕日       アウグストゥスかキリストか          ２０２１．１２．２５． 

  

今日は伝統的なヨハネによる福音書ではなく、ルカの方を読みます。そして、今日は、ローマ帝国の皇

帝アウグストゥスとイエス様を比べながら、私たちに救い主が与えられたことを考えてみましょう。 

 

２章の冒頭部分に「そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。」

とあります。ローマ帝国を起こしたジュリアス・シーザーは、こころざし半ばで、元老院のブルータス

らによって暗殺されましたが、シーザーの甥オクタビアヌスが、初代の皇帝になりました。紀元前２７

年のことです。 

 

それから、４１年間皇帝の座に就いていました。アウグストゥスというのは『崇敬に値する』という意

味で、オクタビアヌスから続く歴代の皇帝に、ローマの元老院が与えた称号です。皇帝の別名というこ

とにしておきましょう。そんな最初のローマ皇帝の時代に、イエス様は生まれたのです。 

 

ローマ帝国の領土では、地中海沿岸の地域、北アフリカやギリシャ、トルコ、そしてユダヤを含むシリ

ア地方などに、紀元前１０年頃から紀元前６年頃まで、人口調査が行われたようです。その目的は、領

土内に何人の人がいるか調べて、人数に応じて、人頭税、人の頭の数に応じた税金をかけることと、兵

隊になれそうな、若い男はどれくらいいるか、把握することでした。 

 

当時、世界に並ぶものなき、ローマ帝国で、アウグストゥスは、世界に君臨し、人びとを力で支配して

いました。ところが、この福音書を書いたルカは、そのローマ皇帝とイエス様を、読者に比較させよう

としているのです。それは、最初に天使が言った言葉でわかります。「恐れるな。わたしは、民全体に

与えられる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。

この方こそ主メシアである。」イエス様も、民全体の救い主として、人びとに喜びをもたらす存在とし

て、紹介されています。 

 

今日の福音書は、イエス様の誕生を語るルカの２章ですが、イエス様が生まれる前の、１章のところで

も、マリアが歌った賛歌の中で、皇帝とイエス様を比較するような言葉が出てきます。 

 

１章５１節から「主はその腕で力を振るい、思い上がる者を打ち散らし、権力ある者をその座から引き

降ろし、身分の低い者を高く上げ、飢えた人を良い物で満たし、富める者を空腹のまま追い返されます。」

といった具合です。 

 

今日の福音書２章でも、世界に君臨するローマ皇帝と、ユダヤの片田舎に生まれた赤ちゃんのどちらに

本当の価値があるのか、人類にとってどちらが大切なのか、ルカは語りたいのです。 

 

それでは、イエス様はどんな存在だったのでしょうか？ローマ皇帝の命令に従って人口調査のために、

両親がユダヤのベツレヘムに来た時に生まれました。そして、布にくるまれて、飼い葉桶に寝かされて

いました。「宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。」と書かれています。 
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人間が土の上に寝ることは、当時の農家ならありがちなことでしょうが、どんな貧しい家でも、生まれ

たばかりの赤ちゃんには、柔らかくて暖かなゆりかごが用意されていたはずです。ところが、このイエ

ス様には、暖かな家も用意されず、ゆりかごもなく、家畜がえさを食べるための、飼い葉桶が、イエス

様のベッドだったのです。今、神様の御子は、人間の最低よりも下のところに、生まれたんだ、と著者

は言いたいのです。（しかし、最近のパレスチナの研究で、昨日も言ったように、馬小屋は当時の人た

ちの住まいの一部であって、マリアさんたちは手厚く迎えられた、という見方ができるようです。ただ

し、この福音書を書いたルカは、貧しいイエス様という立場で見ているだろうと思います。） 

 

ローマ皇帝が、すべての人の上に君臨して、力で全てのものを支配し、人々の富を奪い取ろうとしてい

るのに対して、神様の御子は、人々の下に生まれて、その方が示す愛の支配は、人に与え、人に仕える

ことによって、成立する、まったく逆の姿勢です。そのことを、ヨハネによる福音書では、「神は、そ

の独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を

得るためである。」（３章１６節）と、書いています。 

 

このローマ皇帝と神の御子イエス様のありかたの違いを、わたしたちはどのように受け止めたらいいの

でしょうか。ローマ皇帝の力の支配で平和は来るのか、ということですが、国家の統制のもとにいる私

たちは、本当に平和なのか、幸福なのか、問わなければなりません。 

 

イエス様が人びとに仕えるために、人びとの下に位置する、という態度は、何に例えられるでしょうか。

私は、この数年、時々話の中で紹介してきましたが、子どもたちの好きなアンパンマンのことです。こ

の絵本を書いたのは、やなせたかしという漫画家ですが、８年ほど前に亡くなりました。この人、洗礼

名をバルトロマイという、私たちと同じ聖公会の信徒だったんですね。 

 

やなせさんは、１９４１年から１９４５年まで、日中戦争に駆り出されました。徴兵されて、兵士とし

て中国で終戦を迎えます。その間に感じたことは、食べ物のないつらさ、ということでした。大変ひも

じい思いをして日本に帰ってきました。すると、彼の弟は特攻隊で戦死していたのです。 

 

人々の幸福のためと思って戦争に行ったのですが、弟は亡くなるし、自分自身も戦場で、飢えに苦しみ 

ました。戦後も、やなせさんは食べ物に困る人々の姿が目に焼き付いていたそうです。 

 

そんな中で、やなせさんは、本当の正義というのは、時代や政治体制によって変わるようなものではな

いはずだ。貧しい人を助けて、十分に食べ物を与えることができる人こそ英雄だ。そんなことが優先さ

れる世界が必要なんだ、ということから、食べ物を運ぶヒーローとして、アンパンマンの構想が生まれ

てきたのです。最初は、普通の人間がマントをつけてアンパンを配っているのが、アンパンマンだった

そうです。それがやがて、アンパンの顔をした英雄に変化をとげたようです。 

 

先日改めて彼のアニメを見ましたが、悪役であるバイキンマンもドキンちゃんも、アンパンマンは徹底

的にやっつけて、殺すようなことはしないんです。どうして戦いながらも相手を殺してしまわないのか、

と思ってしまいます。 
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ところが、やなせさんによると、バイ菌がなくなると人間は困ってしまう。私たちの体にも良い菌や悪

いバイ菌が存在して戦っているから健全なのであって、バイ菌がいなくて、無菌状態なら、抵抗力がな

くなりすぐ病気になる。だからバイ菌は人間に必要だ、というわけです。 

 

アンパンマンは、バイ菌に侵されないために戦うけど、バイ菌を抹殺することがいいことではないとい

うことを知っているのです。バイキンマンは、アンパンマンに負けると、次には新しい兵器を持ってや

ってきます。ちょうど、あるウィルスが退治されると、新型のウィルスに姿を変えてやってくるような

ものです。アンパンマンはそれに対して、素手で闘いその結果、子どもたちは、バイ菌に負けないパン

を食べながら、健康な体を育てて行く、というわけです。 

 

そこには、ヨハネによる福音書の「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子

を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」（３章１６節）という言葉も、やなせさ

んのマンガの中に現れてきているように思います。 

 

そして、飢えている人には、アンパンマンは自分の頭を食べさせるんです。本当の正義は、自分自身が

傷つきながら行われるものだ、という信仰が、アンパンマンの性格を作り出して行ったのでしょう。 

 

今日の福音書の言葉をもう一度読みます。 

「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのた

めに救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。」 

 

私たちに命を与えるために、すべての人の友として、貧しい馬小屋の飼い葉桶に生まれたイエス様が、

本当に私たちを元気にして平和をもたらしてくださる救い主として受け入れ、お祝いしたいと思います。 


